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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。令
和
３
年
の
元
旦
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

皆
様
に
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
の
た
め
本
会
の
事
業
に
も
多
大
な
る
影
響

が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
格
別
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
無
事
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
本
道
の
水
揚
げ
状
況
は
、
前
年
に
引
き
続
き
１
０
０
万
ト
ン
を
上
回
る
実
績
と

な
り
ま
し
た
が
、
魚
価
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
多
く
の
魚
種
で
落
ち
込
み
、
金
額
は

昨
年
に
比
べ
大
幅
に
下
回
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
ネ
ッ
ト
販
売
で
巣
ご
も
り
需
要
を

開
拓
し
収
益
を
上
げ
た
例
も
見
ら
れ
、
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
好
事
例
だ
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
海
洋
環
境
の
変
化
、
特
に
暖
水
塊
の
影
響
等
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
本
道

を
代
表
す
る
秋
鮭
、
サ
ン
マ
、
イ
カ
が
不
振
と
な
り
、
そ
し
て
交
代
す
る
よ
う
に
マ
イ
ワ

シ
や
ブ
リ
の
漁
獲
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
マ
イ
ワ
シ
に
つ
い
て
は
道
内
で

の
消
費
が
少
な
い
た
め
、
そ
の
利
用
と
消
費
の
拡
大
に
向
け
道
が
札
幌
、
釧
路
、
旭
川
な

ど
７
都
市
圏
の
飲
食
店
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
10
月
に
「
マ
イ
ワ
シ
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
手
ご
ろ
な
価
格
、脂
乗
り
や
鮮
度
・
身
質
が
良
い
」な
ど
と
好
評
で
、

こ
れ
ま
で
マ
イ
ワ
シ
の
取
り
扱
い
の
無
か
っ
た
店
舗
で
も
フ
ェ
ア
を
機
に
提
供
を
行
う
な

ど
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
漁
獲
状
況
を
最
大
限
に
生
か

し
た
販
売
・
流
通
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
消
費
拡
大
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

日
ロ
関
係
に
お
き
ま
し
て
は
、
例
年
モ
ス
ク
ワ
で
行
っ
て
お
り
ま
し
た
貝
殻
島
周
辺
昆

布
漁
業
交
渉
や
北
方
四
島
周
辺
水
域
の
安
全
操
業
に
関
す
る
漁
業
交
渉
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
交
渉
開
始
以
来
は
じ
め
て
東
京
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
な
ど
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
異
例
な
形
で
の
交
渉
に
な
り
ま
し
た
が
、
交
渉
妥
結
に
向
け
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
外
務
省
や
水
産
庁
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
方
々
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
の
交
渉
が
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
て
も
良
い
よ
う
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
関
係
機
関
と
連
携
を
と
っ
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
海
洋
環
境
の
み
な
ら
ず
、
社
会
環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
て
来
て
お
り
、

こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
、
業
界
一
丸
と
な
っ
て
変
化
に
対
応
し
、
こ
の
試
練
を
乗
り
越

え
て
行
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。
北
海
道
水
産
会
は
、
今
年
も
本
道
水
産
業
の
発
展
の
た
め

に
国
や
道
・
水
産
団
体
は
も
と
よ
り
、
漁
協
や
市
町
村
の
皆
様
方
と
一
体
と
な
っ
て
最
大

限
の
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
収
束
と
、
皆
様
の

ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
新
し
い
年
が
海
難
事
故
が
な
く
、
豊
漁
に
恵

ま
れ
た
夢
と
希
望
に
満
ち
た
年
に
な
り
ま
す
様
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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２
０
２
１
年
の
操
業
条
件
整
備
に
あ
た
っ

て
は
、
本
道
周
辺
水
域
で
の
資
源
の
悪
化
や

国
内
市
場
で
の
魚
価
の
低
迷
な
ど
漁
業
経
営

が
逼
迫
し
て
い
る
現
状
を
考
慮
し
、
出
漁
漁

船
の
経
営
維
持
が
図
ら
れ
る
よ
う
水
産
庁
、

外
務
省
及
び
道
内
選
出
国
会
議
員
等
に
強
く

要
請
し
ま
し
た
。

　

①�

交
渉
に
当
た
っ
て
は
不
測
の
減
船
等
の

事
態
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
し
、
早
期

に
妥
結
を
み
る
よ
う
取
り
進
め
る
こ
と
。

　

②�

操
業
条
件
等
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体

が
要
請
し
て
い
る
操
業
水
域
の
復
活
、

拡
大
及
び
漁
獲
割
当
数
量
の
確
保
が
図

ら
れ
る
こ
と
。

　

③�

協
力
費
に
つ
い
て
は
、
漁
獲
割
当
量
相

互
枠
の
協
力
費
中
断
の
継
続
が
図
ら
れ

る
こ
と
。

　

④�

通
報
シ
ス
テ
ム
及
び
ロ
シ
ア
公
務
員
の

乗
船
に
つ
い
て
は
、
操
業
実
態
を
十
分

勘
案
し
、
特
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
料
金
の
据
え
置
き
等
負
担
の
軽
減
や

円
滑
な
操
業
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
。

　

⑤�

ロ
シ
ア
漁
船
の
操
業
に
つ
い
て
は
、
我

が
国
沿
岸
水
域
に
お
け
る
漁
具
被
害
の

発
生
防
止
な
ど
指
導
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
密
漁
・
密
輸
水
産
物
の
輸
入
取

締
り
等
に
つ
い
て
、
一
層
の
強
化
が
図

ら
れ
る
こ
と
。

　

⑥�

北
方
四
島
周
辺
水
域
で
の
外
国
漁
船
の

操
業
は
認
め
な
い
こ
と
。

「
２
０
２
１
年　

新
年
の
集
い
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
が
収
束
し
て
い
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
来
場
者
の
健
康

と
安
全
を
第
一
に
考
慮
し
、
開
催
を

中
止
い
た
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
の
日
ロ
双
方
の
２
０
０
海

里
地
先
沖
合
で
の
操
業
条
件
を
決
め
る
「
日

ソ
地
先
沖
合
漁
業
協
定
」
に
基
づ
く
日
ロ

漁
業
委
員
会
第
37
回
会
議
は
、
11
月
30
日

か
ら
12
月
９
日
ま
で
の
日
程
で
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
ウ
ェ
ブ
会
議
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
北
海
道
水
産
会
は
、

関
係
業
界
と
と
も
に
道
及
び
国
に
対
す
る

要
請
活
動
を
11
月
６
日
及
び
11
月
10
日
11

日
の
３
日
間
で
行
い
ま
し
た
。

佐藤道水産林務部長への要請 藤田水産庁資源管理部長への要請入谷外務省ロシア課長への要請

伊東農林水産副大臣への要請

２
０
２
１
年 

新
年
の
集
い

　

北
方
四
島
周
辺
海
域
に
お
け
る
２
０
２
１
年
の
操
業
条
件
を
決
め
る
民
間

交
渉
は
、
令
和
２
年
11
月
24
日
と
25
日
、
本
会
の
山
崎
副
会
長
を
交
渉
団
長

に
ウ
ェ
ブ
会
議
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
側
交
渉
団
は
山
崎
団
長
の
ほ
か
、
北
方
四
島
周
辺
海
域
操
業
対
策
協

議
会
会
長
萬
屋
昭
洋
氏
（
羅
臼
漁
協
組
合
長
）、協
議
会
事
務
局
藤
本
巧
氏
（
同

指
導
部
次
長
）、
本
会
斉
藤
課
長
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
外
務
省
と
水
産
庁
、
道
の
担
当
者
が
同
席
し
ま
し
た
。
対
す
る

ロ
シ
ア
側
出
席
者
は
、
ト
カ
チ
ェ
ン
コ
連
邦
漁
業
庁
国
際
協
力
局
課
長
を
代

表
に
、
同
庁
及
び
連
邦
保
安
庁
国
境
警
備
局
関
係
者
で
し
た
。

　

こ
の
交
渉
は
例
年
モ
ス
ク
ワ
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
渡
航
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
渉

史
上
初
め
て
日
露
参
加
者
が
モ
ニ
タ
ー
越
し
に
議
論
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

日
本
と
モ
ス
ク
ワ
と
の
間
に
６
時
間
の
時
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
モ
ス
ク

ワ
時
間
で
午
前
中
の
交
渉
開
始
と
い
っ
て
も
、
日
本
で
は
既
に
夕
方
、
議
論

が
白
熱
す
る
と
す
ぐ
に
夜
中
を
迎
え
、
日
本
側
交
渉
団
は
モ
ス
ク
ワ
で
の
交

渉
と
は
ま
た
違
っ
た
疲
労
感
を
覚
え
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
25
日
夕
方
に
合
意
に
達
し
、
事
務
方
に
よ
る
確
認
作
業
を
経

て
同
日
夜
に
了
解
覚
書
の
署
名
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
署
名
後
、
日
露
双
方

の
参
加
者
は
拍
手
で
交
渉
妥
結
に
向
け
た
双
方
の
努
力
を
た
た
え
、
来
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
ま
り
、
モ
ス
ク
ワ
で
交
渉
出
来
る
よ
う

祈
念
し
ま
し
た
。

　

漁
獲
量
、
漁
期
、
操
業

隻
数
、
協
力
金
等
の
操
業

条
件
は
別
表
の
と
お
り
、

２
０
２
０
年
と
お
お
む
ね

同
内
容
で
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
今
次
交
渉
は
こ
れ
ま

で
に
無
い
特
殊
な
状
況
下

で
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

激
し
い
議
論
こ
そ
あ
れ
、

ほ
ぼ
現
状
の
条
件
を
維
持

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
年
を
追
う
ご
と
に

交
渉
に
望
む
ロ
シ
ア
側
の

姿
勢
は
厳
し
く
な
っ
て
お

り
、
予
断
を
許
さ
な
い
こ

【海上安全、豊漁祈願！】

交渉風景（手前から萬屋会長、斉藤課長、山崎副会長、藤本次長）

２
０
２
１
年
に
向
け
た
北
方
四
島
周
辺
海
域
の

操
業
に
係
る
日
ロ
漁
業
交
渉

２
０
２
１
年
操
業
の
日
ロ
地
先
沖
合
漁
業
に

係
る
取
り
組
み

漁
業
協
力
金
　
二
、一
三
〇
万
円
　
　
機
材
供
与
　
二
、一
一
〇
万
円
相
当

と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
会
は
本
操
業
の
継
続
の
た
め
、
今
後
も
関

係
先
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
交
渉
に
基
づ
き
、
１
月
４
日
よ
り
た
こ
空
釣
り
漁
業
、
５
日

よ
り
す
け
と
う
だ
ら
刺
し
網
漁
業
が
操
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

　

 

令
和
２
年
度 

後
期
活
動
の
あ
ら
ま
し

漁
業
種
類

漁
獲
量

操
業
隻
数

操
業
期
間

す
け
と
う
だ
ら
刺
し
網
漁
業

九
一
二
㌧

二
〇
隻

一
月
一
日
～
三
月
十
五
日

ほ
っ
け
刺
し
網
漁
業

一
、〇
六
〇
㌧

二
〇
隻

九
月
十
六
日
～
十
二
月
三
十
一
日

た
こ
空
釣
り
漁
業

二
〇
五
㌧

八
隻

一
月
一
日
～
一
月
三
十
一
日
、

十
月
十
六
日
～
十
二
月
三
十
一
日
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交
渉
は
、
日
本
政
府
代
表
の
藤
田
仁
司
水
産
庁
資
源
管
理
部
長
と
ロ
シ
ア
政

府
代
表
の
サ
フ
チ
ュ
ク
Ｐ
・
Ｓ
・
連
邦
漁
業
庁
副
長
官
の
間
で
進
め
ら
れ
、
日

ロ
双
方
の
２
０
０
海
里
水
域
に
お
け
る
相
手
国
漁
船
の
漁
獲
割
当
量
等
の
操
業

条
件
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
相
互
入
漁
及
び
有
償
入
漁
は
魚
種
別
割
当
量
、
協
力
費

も
含
め
左
図
の
と
お
り
、
前
年
同
様
と
な
り
ま
し
た
。

　

交
渉
妥
結
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
政
府
代
表
を
は
じ
め
代
表
団
の
皆
様
方
の
ご

労
苦
に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
一
）
相
互
入
漁
（
相
手
国
の
二
〇
〇
海
里
内
で
漁
獲
す
る
量
が
お
互
い
に
等
量
で
操
業
す
る
も
の
）

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、
訪
問
は
道
内
だ

け
と
し
、
中
央
へ
は
書
面
に
て
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
要
望
先
に
つ
き
ま
し

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

訪
問
日
及
び
訪
問
先　
　
　

�

12
月
２
日
、
道
議
会
議
長
及
び
副
議
長
、
北
方

領
土
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
、
水
産
林
務
委
員

長
、
水
産
林
務
部
長
、
北
方
領
土
対
策
局
長

書
面
発
送
日
及
び
要
請
先　

�

12
月
２
日
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
、
副
大
臣
、

政
務
官
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
）、
衆
議
院

並
び
に
参
議
院
沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る

特
別
委
員
会
委
員
長
と
理
事
及
び
委
員
、
内
閣
府

北
方
対
策
本
部
審
議
官
、
参
事
官
ほ
か

　

令
和
２
年
12
月
10
日
に
令
和
２
年
度 

第
２
回
理
事
会
を
書
面
開
催
致
し
ま

し
た
。

　

理
事
会
で
の
議
案
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

議
案
第
１
号　

令
和
２
年
度
上
半
期
事
業
報
告
に
つ
い
て

　
　

議
案
第
２
号　

�

令
和
２
年
度
上
半
期
計
算
書
類
（
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
、
貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
の
附
属
明
細
書
、

財
産
目
録
）
に
つ
い
て

　
　

議
案
第
３
号　

�

会
員
の
入
会
に
つ
い
て
（
根
室
地
区
小
型
は
え
な
わ
協

議
会
）

　
　

報
告
事
項
第
１
号　

理
事
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

　
　

�　

２
名
欠
員
と
な
っ
て
い
た
理
事
が
下
記
の
通
り
選
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
報
告
致
し
ま
し
た
。

　
　

理
事　

中
田
隆
明

　
　

理
事　

大
谷
由
博

　

各
議
案
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
通
り
、
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度 

北
海
道
水
産
会
第
２
回
理
事
会
開
催

　

北
方
地
域
旧
漁
業
権
補
償
措
置
の
実
現
に
関
し
て
は
、
昭
和
25
年
以
降
70

年
に
わ
た
っ
て
毎
年
補
償
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
全
く
進
展
が
無
く
現

在
に
至
り
、
元
島
民
の
高
齢
化
に
伴
い
物
故
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
菅
新
総
理
が
就
任
し
、
日
ロ
関
係
も
引
き
続
き
平
和
条
約
締
結

に
向
け
何
等
か
の
進
展
が
あ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
補
償
措
置

実
現
の
た
め
に
は
、
漁
業
権
問
題
は
未
解
決
で
あ
る
こ
と
の
ア
ピ
ー
ル
が
必

要
で
あ
り
、
更
に
認
識
を
深
め
て
頂
く
た
め
に
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
北
方
地
域
漁
業
権
補
償
推
進
委
員
会
の
理
事
会
及
び
代
議
員

会
合
同
会
議
を
12
月
２
日
書
面
決
議
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

　

合
同
会
議
に
お
け
る
審
議
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

１　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て

　
　

２　

令
和
２
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　
　

３　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

　
　

４　

要
望
活
動
の
実
施
に
つ
い
て

　
　

５　

会
員
団
体
の
消
滅
に
伴
う
新
会
員
の
加
入
に
つ
い
て

　
　

６　

規
約
の
改
正
に
つ
い
て

　

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

区
分

二
〇
二
一
年

二
〇
二
〇
年

増
減

漁
獲
割
当
量

九
〇
、〇
〇
〇
ト
ン

九
〇
、〇
〇
〇
ト
ン

〇
ト
ン

主な魚種

い
と
ひ
き

だ
ら

一
五
、〇
〇
〇
ト
ン

一
五
、〇
〇
〇
ト
ン

〇
ト
ン

さ
ば

五
一
、五
〇
〇
ト
ン

五
一
、五
〇
〇
ト
ン

〇
ト
ン

い
わ
し

二
三
、五
〇
〇
ト
ン

二
三
、五
〇
〇
ト
ン

〇
ト
ン

区
分

二
〇
二
一
年

二
〇
二
〇
年

増
減

漁
獲
割
当
量

一
、〇
六
二
．
二
ト
ン

一
、〇
六
二
．
二
ト
ン

〇
ト
ン

見
返
り
金
額

四
、一
一
二
．
二
万
円

四
、一
一
二
．
二
万
円

〇
万
円

二
〇
二
一
年
の
日
本
二
〇
〇
海
里
水
域
に
お
け
る
ロ
シ
ア
漁
船
の
操
業
条
件

北海道議会村田議長への要請

　

　

 

北
方
地
域
漁
業
権
を
め
ぐ
る
活
動

北
方
地
域
漁
業
権
補
償
推
進
委
員
会
理
事
会
と

代
議
員
会
の
合
同
会
議
開
催

北
方
地
域
漁
業
権
補
償
推
進
委
員
会
の

道
及
び
中
央
へ
の
要
請

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

区
分

二
〇
二
一
年

二
〇
二
〇
年

増
減

 

漁
獲
割
当
量

九
〇
、〇
〇
〇
ト
ン

九
〇
、〇
〇
〇
ト
ン

〇
ト
ン

主な魚種

さ
ん
ま

七
〇
、九
二
七
・
四
ト
ン

七
〇
、九
二
七
・
四
ト
ン

〇
ト
ン

い
か

五
、八
一
四
・
二
五
ト
ン

五
、八
一
四
・
二
五
ト
ン

〇
ト
ン

ま
だ
ら

八
一
〇
ト
ン

八
一
〇
ト
ン

〇
ト
ン

   

協
力
金 

〇
万
円

〇
万
円

〇
万
円

二
〇
二
一
年
の
ロ
シ
ア
二
〇
〇
海
里
水
域
に
お
け
る
日
本
漁
船
の
操
業
条
件

（
二
）
有
償
入
漁
（
日
本
漁
船
が
ロ
シ
ア
側
に
入
漁
料
を
支
払
い
操
業
す
る
も
の
）
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北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
が
事
務
局
と
な
り
取
り
進
め
て
い
る
担
い
手

確
保
育
成
関
連
事
業
と
し
て
は
、
別
表
に
示
す
と
お
り
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

１
．�漁
業
人
材
育
成
総
合
支
援
事
業
は
、
フ
ェ
ア
（
相
談
会
）
開
催
、
長
期
研

修
、
資
格
取
得
の
内
容
で
あ
り
、
新
規
就
業
者
の
確
保
育
成
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

 　

�

５
月
の
フ
ェ
ア
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
り
、
７
月
以
降
の
研
修
開
始

が
な
く
、
今
年
度
は
、
継
続
13
名
、
新
規
７
名
の
研
修
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

２
．�北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協

議
会
事
業
は
、
国
の
長
期

研
修
後
に
引
き
続
き
60
日

〜
80
日
の
継
続
研
修
で
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
も
の

で
す
。
国
の
長
期
研
修
に

引
き
続
き
３
名
が
研
修
を

継
続
し
ま
し
た
。　

３
．�漁
業
就
業
体
験
サ
ポ
ー
ト

委
託
業
務
は
、
一
週
間
程

度
の
漁
業
体
験
に
よ
り
長

期
研
修
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

４
地
区
か
ら
の
募
集
が
あ

り
３
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

【長期研修（上磯郡漁協）作業場の片付けも大切】

漁
師
に
な
り
た
い
人
々
と
浜
を
つ
な
ぐ
活
動

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会

担い手確保育成関連事業一覧（国・北海道） 北海道漁業就業支援協議会

項目
事業名

実施事業 内容 期間等 参加人数等

漁業人材育成総合
支援事業

（国補助）

漁業就業促進情報提供事業 フェア開催 毎年2月、５月 出展36名、来場22名

長期研修支援事業 長期研修 1年及び3年 継続13名、新規7名

経営・技術向上支援事業 資格取得 随時 2月下旬確定

北海道漁業就業
支援協議会事業

（道補助）

新規漁業就業者確保
対策事業

短期洋上
研修

国からの継続
（60〜80日）

えりも、北るもい、
室蘭　各１名

（継続に含まれる）

漁業就業体験
サポート委託業務

（道委託）
漁業就業体験事業 漁業体験

一週間程度
（6〜10月）

石狩、寿都、
上ノ国各１名

　

北
海
道
水
産
会
で
は
、
食
育
研
修
や
地
産
地
消
を
図
る
た
め
の
事
業
と
し
て
各

地
区
の
漁
業
士
会
、
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会
、
漁
協
青
年
部
連
絡
協
議
会
等
の

関
係
機
関
と
共
催
し
て
「
食
育
・
魚
食
普
及
研
修
会
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
令

和
２
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
予
定
し
て
い
た
研
修
会
が

大
幅
に
減
少
し
、
旭
川
調
理
師
専
門
学
校
と
北
海
道
大
谷
室
蘭
高
校
の
２
件
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク
の
着
用
・
こ
ま
め
な
換
気
・
消
毒
な
ど
を
徹
底
し
て

の
開
催
で
し
た
。
旭
川
調
理
師
専
門
学
校
で
は
、
試
食
の
際
、
前
年
で
は
バ
イ
キ

ン
グ
形
式
で
し
た
が
、
今
回
は
一
人
一
人
の
お
膳
と
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
の
試
食

と
な
り
ま
し
た
。
北
海
道
大
谷
室
蘭
高
校
で
は
、
ホ
ッ
キ
貝
を
使
っ
て
の
出
前
授

業
で
し
た
が
、
次
回
は
、
ホ
ッ
キ
貝
以
外
の
胆
振
地
域
の
魚
種
の
出
前
授
業
を
行

い
た
い
と
来
年
に
向
け
て
既
に
考
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

令
和
３
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
な
ど
の
収
束
や
防
止
の
中
で
、
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
や
短
期
大
学
、
調
理
専
門
学
校
、
一
般

の
人
た
ち
に
よ
る
地
域
で
の
開
催
な
ど
が
増
え
て
、
皆
さ
ん
の
「
お
い
し
い
」
と

い
う
笑
顔
が
も
っ
と
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【旭川調理師専門学校】

【北海道大谷室蘭高校】

魚
食
普
及
・
食
育
Ｐ
Ｒ
活
動
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就
業
希
望
者
に
就
業
経
験
者
か
ら
の
経
験
談
を
伝
え
、
具
体
的
な
行
動
に
移
す

き
っ
か
け
づ
く
り
の
機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
ジ
ョ
ブ
セ

ミ
ナ
ー
【
漁
業
編
】」
は
、

ウ
ェ
ブ
上
で
開
催
さ
れ
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
北

海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議

会
へ
出
演
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。

　

当
日
（
令
和
２
年
12
月

19
日
）
は
、
漁
業
者
２
名
、

利
尻
町
役
場
４
名
、
協
議

会
１
名
の
出
演
者
と
一
般

か
ら
の
７
名
（
道
職
員
含

む
）
の
参
加
者
が
あ
り
、

情
報
提
供
や
就
業
相
談
等

の
活
発
な
や
り
取
り
で
進

行
し
ま
し
た
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、『
本
人

の
や
る
気
』『
地
域
に
馴
染

む
』『
信
頼
を
得
る
』
！
コ

ロ
ナ
に
負
け
る
な
! !

　

北
海
道
か
ら
の
委
託
業
務
で
「
新

た
な
担
い
手
と
な
り
得
る
人
材
を
幅

広
く
確
保
す
る
た
め
、
北
海
道
の
農

林
漁
業
が
新
た
な
就
業
の
選
択
肢
と

な
る
よ
う
情
報
発
信
す
る
」
を
目
的

と
し
て
お
り
、「
漁
業
体
験
」
と
「
情

報
発
信
」
が
主
な
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
２
年
度
か
ら
２
カ
年
事
業
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
水
産
会
で
は
、
地
域
協
議

会
（
市
町
村
・
漁
協
等
）
が
行
う
立

案
・
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
と
と

も
に
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
・
公
募
し

（
会
報
誌
２
７
４
号
に
掲
載
済
み
）、

業
務
の
円
滑
な
推
進
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
度
は
、
４
地
域
（
え

り
も
町
、
石
狩
市
、
上
ノ
国
町
、
寿
都
町
）
か
ら
体
験
者
受
入
の
希
望
が
あ
り
、

道
内
外
か
ら
３
名
の
参
加
者
が
漁
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
の
中
の
１
名
が
漁

業
就
業
を
目
指
し
、
引
き
続
き
各
地
の
情
報
収
集
、
現
場
（
利
尻
町
）
の
体
験

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
ま
す
。

集
ま
れ
！ 

２
０
２
０
漁
業
就
業
体
験
（
サ
ポ
ー
ト
委
託
業
務
）

農
林
漁
業
新
規
就
業
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
農
林
水
連
携
事
業
）

【漁業体験】寿都町漁協：網揚げタイミング！

北の大地のオンラインジョブセミナー【漁業編】

【漁業体験】上ノ国町：鮮度保持

【漁業体験】石狩湾漁協：ホタテ稚貝、大きくなったよ

協議会

寿都町漁協　森さん

千葉（スタッフ）

利尻町役場

小林（スタッフ）

ごとう（スタッフ）

利尻漁協　中辻さん

蔵田（サポート）

　

新
規
（
７
名
）
と
継
続
（
４
名
）

を
対
象
に
受
入
漁
協
に
足
を
運
び
、

研
修
生
か
ら
研
修
の
進
行
状
況
や
意

見
等
を
聞
き
取
る
面
談
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
内
容
は
、
別
表
（
面
談

一
覧
）
に
示
し
た
と
お
り
、
研
修
取

り
組
み
へ
の
き
っ
か
け
や
今
後
の
抱

負
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

　

水
産
経
営
課
、
指
導
所
の
参
加
協

力
で
効
果
的
に
実
施
で
き
ま
し
た
。

【利尻漁協　仲間作りしています】

【北るもい漁協（天売）　「独立、目指しています」】

長
期
研
修
生
に
対
す
る
面
談
活
動

北海道漁業就業支援協議会

項目

月日
漁協 出身地 研修漁業種類 取組への経過・状況等

2.07.22 北るもい 千葉県 たこ函、なまこ桁 協力隊の関わりで、引き続き漁業就業を目指した

2.08.17 増毛 増毛町 えびかご、刺し網 地元出身。知人紹介で一番漁をする親方を選んだ

2.08.18 北るもい 東京都 刺し網、えび桁曳 漁業に興味があった。親方と出会いフェアに参加

2.08.18 北るもい 帯広市 ひらめ曳、たこ漁 ネットでフェアを知り、親方と運命的出会いとなる

2.08.31 利尻

美唄市 刺し網、採介藻 妻の出身地での暮らしを希望。採介藻を中心とする

札幌市 こんぶ養殖 漁師は格好いいと思う。漁業権取得しやすいので選定

北見市 刺し網、採介藻 ほたて漁業の手伝いがきっかけ旅行に来て気に入った

札幌市 こんぶ養殖、採介 アルバイトがきっかけ。フェアに 2 回参加し決めた

2.09.01 船泊 東京都 刺し網、なまこ桁 自然の中での生活を希望、親方に出会い礼文を選んだ

2.09.25 古宇郡 泊村 定置、ほたて養殖 子供の頃から地元で漁師をやりたくて U ターン

2.10.06 上磯郡 函館市 こんぶ養殖、定置 漁師だった祖父の影響で漁師に憧れ、フェア参加

令和2年度　長期研修生の面談一覧
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北
海
道
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
管
理
体
制
強
化
推
進
協
議
会

【
第
６
管
理
期
間
の
11
月
３
日
公
表
ま
で
の
経
緯
】

　

第
６
管
理
期
間
の
当
初
、
道
知
事
管
理
量
と
し
て
小
型
魚
11
・
３
ト
ン
、
大
型

魚
２
９
１
・
３
ト
ン
が
国
か
ら
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
に
よ
る
他
県
や
大
臣
許
可
漁
業
と
の
融
通
や
台
湾
か
ら
の
移
譲
な

ど
に
よ
る
割
当
量
の
授
受
に
よ
る
２
回
の
変
更
を
経
て
、
前
回
の
会
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
令
和
２
年
８
月
29
日
の
公
表
で
、
定
置
網
漁
業
を
除
く
採

捕
で
は
、
小
型
魚
51
・
５
０
ト
ン
、
大
型
魚
１
４
６
・
３
５
ト
ン
。
定
置
網
漁
業

に
よ
る
採
捕
で
は
、
小
型
魚
48
・
２
０
ト
ン
、
大
型
魚
１
５
３
・
０
５
ト
ン
が
配

分
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
以
後
も
、（
総
合
）
振
興
局
管
内
で
の
移
譲
に
よ
る
調
整
や
北
海
道
知
事

管
理
量
の
留
保
（
小
型
魚
３
・
０
０
ト
ン
、
大
型
魚
９
・
１
０
ト
ン
）
の
一
部
の
解

除
で
、
小
型
魚
２
・
０
０
ト
ン
、
大
型
魚
８
・
１
０
ト
ン
を
各
（
総
合
）
振
興
局
の

状
況
に
よ
り
配
分
し
た
も
の
が
令
和
２
年
11
月
３
日
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

【
大
中
型
ま
き
網
漁
業
か
ら
知
事
許
可
漁
業
へ
の
小
型
魚
の
移
譲
】

〔
小
型
魚
〕

　

国
の
調
整
に
よ
り
、
大
臣
許
可
漁
業
で
あ
る
大
中
ま
き
網
漁
業
の
小
型
魚
割
当

量
の
う
ち
１
６
３
・
１
ト
ン
の
移
譲
等
が
知
事
許
可
漁
業
に
対
し
て
行
わ
れ
、
北

海
道
は
、
そ
の
一
部
の
22
・
１
ト
ン
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
と
合
わ
せ
て
、
各
（
総
合
）
振
興
局
の
漁
獲
状
況
を
み
て
、
各
海
域
ご
と

及
び
採
捕
の
種
類
ご
と
に
配
分
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
定
置
網
漁
業
を
除
く
採
捕
で
は
、
60
・
７
４
ト
ン
、
定
置
網
漁

業
に
よ
る
採
捕
で
は
、
63
・
０
６
ト
ン
の
計
１
２
３
・
８
０
ト
ン
に
な
り
ま
し
た
。

〔
大
型
魚
〕

　

小
型
魚
の
配
分
見
直
し
に
合
わ
せ
て
、
大
型
魚
に
つ
い
て
も
同
様
に
見
直
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
定
置
網
漁
業
を
除
く
採
捕
で
は
、
１
９
３
・
０
９
ト
ン
、
定
置

網
漁
業
に
よ
る
採
捕
で
は
、
１
１
４
・
４
１
ト
ン
の
計
３
０
７
・
５
０
ト
ン
に
な
り

ま
し
た
。

採捕の種類 海域
（（総合）振興局管内沖合）

小型魚（30㎏未満）
前回との

増減

大型魚（30㎏以上）
前回との

増減11 月３日
公表

12 月 25 日
公表

11 月３日
公表

12 月 25 日
公表

定置網漁業を
除く採捕

渡島 11.80 44.73 32.93 160.85 177.24 16.39
檜山 0.70 1.70 1.00 4.80 4.80 0.00

石狩､ 後志 1.00 1.00 0.00 1.20 1.20 0.00
胆振 0.40 0.11 − 0.29 0.70 0.65 − 0.05
日高 0.00 0.90 0.90 1.10 1.50 0.40

十勝､釧路､根室､オホーツク 0.00 0.00 0.00 0.50 0.50 0.00
宗谷 1.60 1.60 0.00 1.00 1.00 0.00
留萌 10.70 10.70 0.00 6.20 6.20 0.00
計 26.20 60.74 34.54 176.35 193.09 16.74

定置網漁業に
よる採捕

渡島 63.80 54.80 − 9.00 108.85 95.85 − 13.00
檜山 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

石狩､ 後志 3.20 3.20 0.00 9.60 9.60 0.00
胆振 1.90 1.56 − 0.34 2.90 2.02 − 0.88
日高 1.90 1.00 − 0.90 3.00 2.60 − 0.40
十勝 0.70 0.31 − 0.39 0.90 0.74 − 0.16
釧路 0.80 0.24 − 0.56 1.90 0.00 − 1.90
根室 0.80 0.55 − 0.25 1.50 1.10 − 0.40

オホーツク 0.20 0.20 0.00 1.80 1.80 0.00
宗谷 1.10 0.10 − 1.00 0.10 0.10 0.00
留萌 1.10 1.10 0.00 0.60 0.60 0.00
計 75.50 63.06 − 12.44 131.15 114.41 − 16.74

合計 101.70 123.80 22.10 307.50 307.50 0.00

●第６管理期間「くろまぐろ」海域別配分量	 （単位：トン）

（資料）北海道の海洋生物資源の保存及び管理に関する計画第１の別に定める「くろまぐろ」についてを基に作成。 （注）定置網漁業とは、定置漁業、底建網漁業、小型定置網漁業をいう。

当
初
か
ら
11
月
2
日
ま
で
は
省
略

当
初
か
ら
11
月
2
日
ま
で
は
省
略

開設以来、初の全面リニューアルとなりました。
現地写真を挿入し、臨場感Up！見やすくなりました。

勿論、スマホにも対応していますよ。
随時、新着情報やトピックス等をUpしますので、是非、ご覧ください。

U R L：h t t p : / / h - s u i s a n k a i . o r . j p /
水産会 HP、

リニューアル！！

　

渡
島
総
合
振
興
局
の
独
自
事
業
で
実
施
さ
れ
る
地
域
版
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア

で
あ
り
、
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
が
共
催
し
ま
し
た
。
出
展
団
体
は
、
渡

島
管
内
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
協
議
会
主
催
の
通
常
の
フ
ェ
ア
と
同
様
、
漁

業
就
業
へ
向
け
た
「
き
っ
か
け
」
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
も
状
況
に
よ
り
、
３
月
に
開
催
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

渡島フェア開催状況（函館北洋ビル・駅前）　　　　　　　　　　　        3 .２月現在

　　　　　　項目
月日　　　　　　 出展数 来場者 状況

2.11.21 7 3 2名が研修に向けマッチング作業中

3.1.23 5 3 　

3. 2 月 − − 札幌フェア（2/27）あるため開催しない

3. 3 月 　 　 開催予定

渡
島
管
内
漁
業
就
業
対
策
事
業
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア

【漁業者夫婦と希望者親子、相談中】

刊 行 物 を 紹 介 し ま す 。

就活  ブック  ほっかいどうの漁業  お仕事図鑑  （発行　北海道水産林務部）

新しい
刊行物が
出来ました。

何を獲る？　どこで働く？　現役の漁
師からの話を聞くと、浜での生活に夢
が膨らみます。「あなたも北海道の漁業
を支える大事な一人になってほしい」、
そんな想いのこもった冊子です。

◆ 就業形態（雇用と独立）
◆ 各地域の代表的な水産物とその獲り方
◆ 漁師にインタビュー（２名）　生の声
　・・・・等々。
北海道漁業就業支援協議会も「相談窓口」として、
登場していますよ。
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北海道水産会 No.275

　前号と本号の各所で触れられているとおり、新型コロナウイルス感染症の拡大は、当会の活動

にも影響を及ぼしております。前号では事務所の限られたスペースの中で「三密」を避け、室内

での飛沫の拡散を防ぐため、各職員の机を段ボールで仕切ったことをご紹介しました。

　さて、当会にいらしたことのある方はご存じかと思いますが、当会事務所の床は長年ダークブ

ルーでした。いつの間にか色あせて汚れも目立ち、最近ではコロナ禍の深化と相まって何となく

室内が暗くなってきたような感もありました。

　そこでというわけではありませんが、事務室の雰囲気を改めるべく、昨年末に床を鮮やかな黄

緑色に変えてみました。ご参考までに変更前と現在の事務室の様子をあげておきます。ちょっと

リニューアルされた事務室で、職員一同、気分を変えて様々な問題に取り組んで参ります。

水産会事務所のちょっとしたリニューアル
トピックス

変更後変更前

次のポスターでお知らせしています。

最終の開催有無については、コロナ禍の影響で変更する場合がありますので、随時、HP 等

をご確認ください。

2021 北海道漁業就業支援フェアのご案内
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